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は
じ
め
に

岡
山
県
南
に
広
が
る
児
島
湾
の
干
拓
地
。
本
格
的
な
大
規
模
干
拓
は
、
大
阪
で
豪
商
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
藤
田
伝
三
郎
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
伝
三
郎
は
、
明
治
期
に
鉱
山
業
や

紡
績
、
電
力
、
土
木
、
鉄
道
、
新
聞
な
ど
幅
広
い
事
業
を
手
掛
け
て
大
阪
財
界
の
重
鎮
と
な
り
、

「
東
の
渋
沢
栄
一
、
西
の
藤
田
伝
三
郎
」
と
呼
ば
れ
た
人
物
で
す
。

　

児
島
湾
干
拓
は
、
伝
三
郎
が
手
掛
け
た
事
業
の
中
で
採
算
が
と
れ
る
あ
て
も
な
い
と
い
う
点

で
特
筆
す
べ
き
も
の
で
す
。
広
大
な
干
拓
地
の
埋
め
立
て
は
あ
ま
り
に
も
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
、

成
功
の
保
証
も
な
い
事
業
だ
っ
た
の
で
す
。
伝
三
郎
は
岡
山
県
の
役
人
か
ら
頼
ま
れ
た
干
拓
事

業
を
引
き
受
け
、
私
財
を
投
じ
て
や
り
遂
げ
ま
し
た
。
広
大
な
国
土
の
創
出
に
夢
を
感
じ
、
国

民
の
た
め
社
会
の
た
め
に
と
い
う
「
国
利
民
福
」
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
だ
の
で
す
。

　

明
治
32
年
に
着
工
し
た
干
拓
は
、
児
島
湾
内
約
７
０
０
０
ha
の
う
ち
約
５
５
０
０
ha
を
大
地

に
変
え
、
昭
和
38
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
途
方
も
な
い
事
業
は
、
伝
三
郎
が
い
た
か
ら
こ

そ
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
で
す
。

　

一
方
、「
青
海
変
じ
て
美
田
と
な
す
」
と
い
う
伝
三
郎
が
描
い
た
夢
を
共
有
し
、
泥
海
の
中
で

干
拓
作
業
に
従
事
し
た
人
々
や
、
完
成
後
に
入
植
し
水
不
足
や
塩
害
に
苦
し
み
な
が
ら
も
知
恵

と
努
力
で
克
服
し
た
人
々
が
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

干
拓
は
、
伝
三
郎
と
地
域
の
人
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
懸
命
な
努
力
を
し
た
こ
と
で
完
成
し
、

今
で
は
広
大
な
大
地
と
な
り
、
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
本
作
品
を
通
じ

て
干
拓
の
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
で
、
地
元
へ
の
愛
着
を
深
め
、
岡
山
の
明
日
を
担
う
大
人
に
な

っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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藤田伝三郎と児島湾干拓関連年表
西暦 和暦 出　来　事

1821 文政  4 興除新田開墾に着手。
1823 6 興除新田が竣工。
1841 天保12 藤田伝三郎が山口県（長州・萩）に誕生。
1869 明治  2 この頃伝三郎が大阪に出て軍靴製造業を営む。藤田組創業。
1877 10 藤田組が製革場を開業(西南戦争により軍靴の需要増大)。

生本伝九郎が児島湾千拓を高崎五六県令に進言、同県令内務省等に
具申。

1881 14 社名変更 藤田組となる(伝三郎は社主頭取)。
内務省派遣のオラング技師ムルドルが児島湾を測量。

1884 17 組合による児島湾干拓を岡山県に出願。
児島湾開墾を藤田伝三郎氏の単独事業による名儀に変更。

1889 22 藤田伝三郎に児島湾開墾のが許可される。
1898 31 児島湾開墾の起工が許可される。

1899 32 第一区および第二区の起工式。藤田組と地元漁組の間で漁業補償
成立。

1900 33 上郷22町村と藤田組との水利調停が成立。
1905 38 藤田組により第一区竣工。
1907 40 藤田組が農場経営を開始。わが国初の直営機械化農場を開設。
1909 42 十二ヶ郷用水系の汗入水道を改修する。

宇野線が開通。笹ヶ瀬川・倉敷川伏越樋とかんがいポンプを新設。
1911 44 伝三郎が男爵の爵位を授かる。
1912 45 藤田組により第二区竣工。藤田村創設。

重要文化財「交趾大亀香合」を入手。伝三郎が死去（72歳）
1913 大正  2 児島湾千拓第三・五・六・七区起工許可。
1917 大正  6 興除村立興除農学校（後の岡山県立興陽高校）設置。
1924 大正  1 大干ばつを機に発動機・パーチカルポンプが普及。
1949 昭和24 岡山県立興陽高校に改称。
1952 昭和27 興陽高校で耕運機大会を実施。
1950 昭和25 藤田組により第三区・五区竣工。
1955 昭和30 藤田組と農林省により第六区竣工。
1956 昭和33 児島湾締切堤防が完成。
1961 昭和36 国道30号完成。
1962 昭和37 岡山空港が完成。
1963 昭和38 藤田組と農地開発営団により藤田組第七区竣工。
1974 昭和49 締切堤防無料化。

参考文献：児島湾干拓および干拓地農業発達史（岡山県立興陽高校、1977）、『近世岡山 殖産
に挑んだ人  々１』（吉備人出版、2021）
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興除新田

第２区（明治45年完成）

第１区（明治38年完成）

児島湾

明治30年　興除新田の東へ、明治32年から１区と２区の干拓工事を始めた。

大正14年　１区と２区の干拓は完成し、１区と２区の堤防が現在の国道30号にほぼ
重なる。３区、５区、６区、7区の干拓と児島湾締切堤防はまだなく、児島湾のまま。
宇野線（宇野みなと線）は明治43年に運行。

児島湾干拓の変遷

24



児島湾締切堤防

旭川

笹ヶ瀬川

丙川

鴨川

丙川三連樋門
宮島樋門
片崎樋門

第１号干拓堤防第２号干拓堤防

常川樋門
宮川樋門

奉還水門

桜の馬場樋門
（移転先・展示）

妹尾川

第３区と５区
（昭和25年完成）

第６区
（昭和30年完成）

桜の馬場樋門
（移転）

錦６区
４号樋門

第７区
（昭和38年完成）

７区貯水池

倉敷川

古川樋門

妹尾三連樋門
（消滅）

30

瀬戸
大橋
線

宇野みなと線

妹尾備中箕島

藤田神社 藤田公民館

岡山県立
興陽高等学校

第三藤田小学校

第一藤田小学校

ファーマースマーケット
サウスビレッジ

藤田中学校

第二藤田小学校早島

久々原

茶屋町

植松
彦崎

備前片岡
迫川

常山 八浜

木見

岡南飛行場

児島湾
干拓資料室

岡山港 新岡山港
（昭和62年完成）

第４区と８区断念

昭和45年　３区、５区、６区、7区の干拓と締切堤防（昭和33年）が完成。締切堤防
より西は児島湖となる。ほぼ現在の地形になる。

昭和45年　明治以降、干拓によって約5,500haの土地が増えた。平成17年に灘崎町は
岡山市と合併。児島湾大橋は昭和58年に完成する。

■地図出典：４図とも国土地理院発行の地形図を加工して作成25
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中島西阿知新田中島西阿知新田

福井新田福井新田
吉岡新田吉岡新田

大福新田大福新田

加須山曽新田加須山曽新田粒浦新田粒浦新田
倉敷未新田倉敷未新田

西田新田西田新田

亀山新田亀山新田

八軒家新田八軒家新田

天城外新田天城外新田

北面新田北面新田

茂浦新田茂浦新田
西浦前新田西浦前新田

前潟新田前潟新田

帯高新田帯高新田

早高新田早高新田

丸島新田丸島新田

帯江新田帯江新田

早島新田早島新田

福田古新田福田古新田
西浦大崎新田西浦大崎新田

鶴新田鶴新田

福田新田福田新田

児島湾干拓児島湾干拓

福島新田福島新田

濱田新田濱田新田

福自新田福自新田泉田新田泉田新田

米倉新田米倉新田

新福新田新福新田

福田新田福田新田

中川新田中川新田

万借新田万借新田

當営新田當営新田

福吉新田福吉新田

西湊新田西湊新田

福泊新田福泊新田
円山新田円山新田

倉益新田倉益新田

倉富新田倉富新田
倉田新田倉田新田

幸島新田幸島新田

金岡新田金岡新田

沖新田沖新田

興除新田興除新田

松崎新田松崎新田

用吉新田用吉新田

児島湾干拓児島湾干拓

「岡山平野鳥瞰記─永忠と蕃山─」（中国四国農政局山陽東部土地改良建設事務所）の
「岡山平野の干拓年代図」を参考に1部改訂
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堤防を築くための潮止め工事
（岡山県立興陽高等学校所蔵）

耕運機競技大会（岡山県立興陽高等学校所蔵）

児
島
湾
干
拓
地
の
過
去
・
現
在
・
未
来

　
困
難
を
乗
り
越
え
、
農
業
機
械
の
先
進
地
に

　

湾
や
干
潟
を
干
拓
す
る
に
は
、
沖
合
の
堤
防
予
定
地
に

木
の
枝
な
ど
を
集
め
た
粗そ

朶だ

を
敷
い
て
、
そ
の
上
に
船
で

運
ん
だ
割
石
を
投
下
し
堤
を
築
く
潮
止
め
工
事
を
し
ま
し

た
。
で
き
た
ば
か
り

の
干
拓
地
は
塩
分
が

含
ま
れ
て
稲
作
が
で

き
ま
せ
ん
。
塩
分
を

抜
く
た
め
に
幾
筋
も

の
溝
を
掘
っ
て
排
水

を
よ
く
し
、
何
年
も

か
け
て
塩
分
濃
度
を

下
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

干
拓
地
で
は
飲
み

水
や
生
活
用
水
の
調

達
に
困
り
、
新
田
が
広
が
る
に
つ
れ
て
大
量
の
灌
漑
用
水

を
引
い
て
こ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
水
不
足
や
塩
害
は

日
常
的
で
し
た
。
水
路
の
開
削
な
ど
は
す
べ
て
手
作
業
だ

っ
た
た
め
、
重
労
働
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
人
々
は
ど
ん

な
困
難
も
不
屈
の
精

神
で
乗
り
越
え
て
い

き
ま
し
た
。

　

広
大
な
土
地
で
農

業
を
す
る
な
か
で
、

で
き
る
だ
け
労
働
を

省
く
た
め
、
機
械
化

を
目
指
す
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
早
く
か

ら
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

を
輸
入
し
、
農
民
と

鍛
冶
屋
な
ど
の
工
業

社
が
一
緒
に
研
究
し

な
が
ら
、
農
機
具
を
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ドローンによる散布作業（有限会社国定農産提供）

無人トラクターによる耕作作業
（有限会社国定農産提供）

考
案
し
ま
し
た
。
発
動
機
（
エ
ン
ジ
ン
）
を
使
っ
て
用
水

を
田
に
引
き
入
れ
る
ポ
ン
プ
や
発
動
機
を
動
力
に
し
た
耕

運
機
な
ど
、
必
要
と
す
る
機
械
を
工
夫
し
て
作
り
、
田
植

え
機
や
脱
穀
機
、
乾
燥
機
な
ど
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
て
農
業
機
械
を
開
発
す
る
多
く
の
業
者

が
競
っ
て
優
れ
た
農
機
具
を
考
案
し
て
使
う
よ
う
に
な
り
、

岡
山
県
は
「
農
業
機
械
の
先
進
県
」
に
な
り
ま
し
た
。

　
未
来
が
広
が
る
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」

現
在
の
干
拓
地
に
は
、
岡
山
県
の
農
業
の
中
心
と
も
い

え
る
穀
倉
地
帯
が
形
成
さ
れ
、
水
稲
を
中
心
に
二
条
大
麦

の
ほ
か
、
千
両
な
す
や
玉
ね
ぎ
、
レ
タ
ス
、
れ
ん
こ
ん
と

い
っ
た
多
様
な
高
収
益
の
作
物
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

省
力
化
を
し
な
が
ら
も
高
品
質
な
農
作
物
を
栽
培
す
る

た
め
、
近
年
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
情
報
通
信
技
術(

Ｉ
Ｃ

Ｔ)

を
活
用
し
た
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
の

取
組
み
も
進
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ロ

ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
無
人
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ス

マ
ホ
で
操
作
す
る
水
田
の
水
管
理
シ
ス

テ
ム
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
薬
剤
等
の
散

布
作
業
な
ど
、
先
端
技
術
に
よ
る
作
業
を

実
現
し
て
い
る
農
家
も
あ
り
ま
す
。

藤
田
伝
三
郎
の
強
い
信
念
で
実
現
し

た
広
大
な
干
拓
地
で
人
々
は
暮
ら
し
、
先

進
的
な
農
業
が
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
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